


筑西広域市町村圏事務組合は、消防やごみ処理など私たちの日常生活に欠かせ

ない行政事務を共同処理するため、昭和４５年に当時の下館市、結城市、岩瀬町、

関城町、明野町、真壁町、大和村及び協和町で構成する一部事務組合として設立

され、これまで地方自治法に基づく特別地方公共団体として豊かな地域社会づく

りに貢献してきました。

現在は消防救急業務をはじめとして、環境センター、筑西遊湯館、福祉センタ

ーあまびき、きぬ聖苑、筑西地域職業訓練センター及び県西総合公園の管理運営

業務や、休日及び夜間における地域医療の確保を目的とした病院群輪番制事業及

び小児救急医療事業などを実施しています。また、県知事から県内唯一の「ふる

さと市町村圏」の指定を受け、基金の運用益を活用して広域圏の情報発信や広域

イベントの開催など、圏域の一体感を高めるためのソフト事業にも取り組んでい

ます。

平成１３年の第４次計画策定以降、少子高齢化の進行や高度情報化の進展、地

球規模の環境問題など、わが国の社会情勢は大きく変化し、地方行政についても、

国の行政改革に伴う地方分権の推進により、その運営は一層厳しく、果たすべき

役割はますます重要なものとなっています。

また、本圏域では平成１７年に分権化時代における自立的な地域をめざして市

町村合併が進み、新たに筑西市及び桜川市が誕生し、本組合の構成団体が８市町

村から３市に変わりました。

このたびの第５次筑西広域市町村圏計画は、結城市、筑西市及び桜川市の協力

のもと、圏域住民と自治体が共に生きる「共生」をテーマに、「安心・安全」、「交

流・活力」、「文化・協働」を圏域づくりのキーワードとして、広域連携、施設の

相互利用並びに事業の重点化・効率化などを目標に定め、策定してまいりました。

今後は、この計画に基づいて事務事業を展開し、圏域の将来像である「ふれあ

い、ひびきあう、安心・快適共生圏“ちくせい”」をめざし、魅力と活力ある圏

域づくりに取り組んでまいりますので、皆様のなお一層のご理解とご協力をお願

い申し上げます。

最後に、本計画の策定にあたり、アンケート調査にご協力いただきました圏域

住民の皆様、ご指導・ご協力を賜りました茨城県、関係３市並びに関係各位に対

し、心よりお礼申し上げます。
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筑西広域市町村圏事務組合

管 理 者（筑西市長） 冨　山　省　三

副管理者（結城市長） 小　西　栄　造

副管理者（桜川市長） 中　田　　　裕







＜組合章＞























□筑西広域市町村圏の特産品 ・結城紬（結城市）

・関城地区の梨（筑西市）

・真壁石燈籠（桜川市）











□環境センター

・小学生の施設見学
（リサイクルプラザ研修室）






